














































の改善・充実として、 「語彙指導の改善・充実」 、 「情報の扱い方に関する指導 改善・充実」 、 「学習過程の明確化、 『考えの形成』の重視」 、 「我が国の言語文化に関する指導 改善・充実」の四項目が示されてい 。こ うち、 「情報の扱い方に関する指導の改善・充実」については、 「急速に情報化が進展する社会において、様々な媒体の中から必要な情報を取り出したり、 同士の関係を分かりやすく整理したり、発信したい情報を様々な手段で表現したりすることが求められている。 （中略）話や文章 含まれている情報を取り出して整理したり、その関係を捉えた することが 話や文章を正確に理解することにつながり、また 自分のもつ情報を整理して、その関係を分かりやすく明確にすることが、話や文章で適切に表現ること つなが ため、このような情報の扱い方に関する『知識及び技能』は国語科において育成すべき重要な資質 能力 一つである。 」 （注３）と記され、情報 扱い方に関する指導の重要性 示されている。　「日本語表現法Ⅰ」においては、言語表現能力の向上を図るとともに、教職課程（中等国語）の必修科目として、国語科の学習 で求められている方向性をふまえて指導を行う必要があ 国語科の担当者として「情報の扱い方に関する指導の改善・充実」を図っていくとき、その一つの 法としてＮＩＥは有効に機能すると思われる。







二〇一七年六月、中学校学習指導要領解説が示された。中学校学習指導要領解説国語編の第１章総説には、 「このような（急速に変化し、予測が困難な）時代にあって、学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に向き合い 他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成する ど て新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構成することがで るようにすることが求められている。 」 （注２）と記されている。　
そして、新しい時代に求められる「生きる力」を具体化し、育成














































































































































































































































































































































































































































まっていることを知った。今後文集 作るうえで 、そ 他の文章を書く際にも、新聞に頼り新聞 中の表現や見 目の工夫をヒントにしながら、少しずつ自分の力にして き い。今日は本当にありがとうござ まし 次回もよろしくお願いします。
　
Ａ・Ｈさんは、特別講義を受講し、 「相手と目的を常に頭におき」 、

























































































































































































































いう負の）ループから抜け出すことが出来た」 「活動を通して、書くことが楽しく感じるようになってきた」 と記している。ここには、Ｙ・Ｈさんと同じく、実際に書くという体験を通して、 「書くこと」への意欲を高めている学習者の姿があらわれている。　
Ｋ・Ｎさんは、 「文集作りでは実際に高校生に配布するというこ



























る姿勢をとらえなおす機会となった授業であっ 。 」 「 の授業で学んだこと 、今後の自身の文章生活に生かしていき い 思う。 」 「伝えたいことを明確に書くこ や、文章の書き出し 工夫することなど、日々の生活に密着し ことを思い出 たい。 」と記している。ここには、主体的な学びを通して、自己の言語生活を見つめ、 自身の文章や言葉に対する姿勢をとらえ直し、学んだことを今後の文章生活に生かそうとする学習者の姿があらわれている。
　






























































 大村はま氏は「作 の基礎力を養うための学習」一覧表をまとめており、 「中学作文」はその一つ一つの練習に使った資料集である。大村はま氏の「中学作文」の実際は、 『大村はま国語教室第五巻』 （一九八三・八・三〇
　
筑摩書房
　
二八三
〜四一〇頁）に示されている。
参考文献・資料＋伊木洋編（二〇一七） 『紹介文集
　
日文めぐり』私家版
伊木洋（二〇一六） 「教職課程におけるＮＩＥ実践の有効性　　
︱『日本語表現法Ⅰ』における新聞スクラップブックの作成︱『ノートルダム清心女子大学紀要
　
日本語・日本文学編第四十
巻第一号』ノートルダム清心女子大学
　
一〜二一頁
伊木洋（二〇一七） 「教職課程（中等国語）における単元構想力の
育成
︱
新聞を活用した単元構想の有効性
︱」 『ノートルダム清
心女子大学紀要
　
日本語・日本文学編第四一巻第一号』ノート
ルダム清心女子大学
　
一〜一五頁
伊木
　
洋
　
教職課程（中等国語）における主体的な学びの実現に向けたＮＩＥ活用の有効性
一五
大村はま（一九七〇） 『国語教室の実際』共文社大村はま（一九八二） 「単元
　
新一年生に石川台中学校を紹介する」
『大村はま国語教室第九巻』筑摩書房
大村はま（一九八三） 「中学作文」 『大村はま国語教室第五巻』筑摩
書房
橋本暢夫（二〇〇一） 『大村はま国語教室に学ぶ
︱
新しい創造のた
めに』溪水社
橋本暢夫（二〇〇九） 「ＮＩＥの先駆者大村はま
︱
単元「 聞」に
よる「自己学習力」の育成︱」 『大村はま「国語教室」の創造性』溪水社
　
橋本暢夫（二〇一三） 『 「大村はま国語教室
　
全
15巻
　
別巻１」巻別
内容総覧』溪水社
（いぎ
　
ひろし＝本学文学部日本語日本文学科）
キーワード＝教職課程、ＮＩＥ、大村はま
